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テスタ内部の漏電、温度異常、発煙、ファン回転異常が発生すると、安全を確保するために
メインブレーカがトリップ（遮断動作）します。
異常の情報（発生個所、内容）はQTCネストのQRSQカード内のリレーにより保持されます。
トリップ発生後に本チェックツールをQRSQカードに接続することで、トリップした要因を特定
でき、テスタ復旧の時間短縮が期待できます。

概要

LSIテストシステム TS6000系、ST6730/6731

メインブレーカトリップ要因チェックツールのご案内
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TS6000,TS6000H,AL9740,ST6730/6731 シリーズテスタ

メインブレーカトリップ要因チェックツール使用方法

①QRSQカードのALM LED PWRターミナルへ事前に中継ケーブルを取り付けておきます。
②MAIN SWトリップが発生した際にチェックツールを中継ケーブルへ接続します。
③チェックツールの押しボタンSWを押してQRSQカードのLED点灯状況を確認します。
④LED点灯状況からブレーカトリップが発生した要因を特定することができます。

QTCネスト内 QRSQカードチェックツール

対象テスタ機種

価格、納期につきましては、お客様担当営業または、テスタ窓口までお問い合わせください。
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※実際と異なる場合が有ります。


